
教科との関連 地域との連携

○社会科「わたしたちのまちのようす」 ☆宗田直紀さん（福良八幡神社禰宜）

　

○国語科「気になる記号」 ☆ジョイポート淡路

○社会科「店ではたらく人びとの仕事」 ☆福良マルシェ

☆キクカワストアー

○理科「出かけよう　自然の中へ」 ☆竹田俊道さん

・身の回りには、どこに、どんな生き物が
見られるかを知る。

・岡尾山に登り、身近な草花や生き物
について教えてもらう。

○社会科「工場ではたらく人びとの仕事」 ☆オキフーズ

○社会科「昔の道具と人びとのくらし」 ☆太田

☆宗田直紀さん（福良八幡神社禰宜）

総合的な学習の時間【教科との関連・地域との連携】
３年生　探究課題「福良のふしぎをさぐろう」

・地図やジオラマなどを見て調べた福
良の土地の使われ方をうずしおクルー
ズに参加して海抜0メートルを確認
し、そこから見て福良の地形を確認を
する。【防】

単元構成

まちのふしぎをさぐろう（８時間）

課題：福良のふしぎにはどんなものがあるだろう
か。
・学習計画を立てる。
・「うずしお」「煙島」について調べる。
・調べたことについて話し合う。
・話し合ったことをまとめる。

福良の地形のふしぎをさぐろう（８時間）

課題：福良の地形はどのようになっているのだろ
うか。
・学習計画を立てる。
・地図やジオラマを見たり、うずしおクルーズを
体験したりして福良の地形を確かめる。【防】
・調べたことや考えたことを話し合う。
・地形について考えたことをまとめる。

身の回りの記号について調べ、報告する文
章を書く。

・煙島の名前の由来、史跡、植物等に
ついての説明を聞く。

・八幡神社の境内は学校より高い海抜
にあることや岡尾山に繋がる道がある
ことを教えてもらう。

町の様子を調べる学習において古い民家や
細い路地が多いことに気づかせ避難時に生
かせるようにする。

課題：福良の昔の人々はどんな生活をしていたの
だろうか。
・学習計画を立てる。
・昔の福良について調べる。賑やかな町の様子や
昔の海岸線や水害などについての話を聞く。
【防】
・調べたことを話し合う。
・話し合ったことをまとめる。

福良の町に人や商店などがたくさんあり、
賑わっていたころの様子や過去の水害など
の被害の様子を話してもらう。【防】

女神輿、大綱引きなど、福良の祭りに
ついての説明を聞く。

スーパーマーケットの見学の際に、災害時
に非常食や防災用品になるものも販売され
ていることに気づかせる。

これからの福良の人のくらしについて考えよう
　　　　　　　　　　　　　（８時間）【防】

福良の自然にふれよう（７時間）
課題：身近なところで、どんな草花や生き物が見
られるのだろうか。
・学習計画を立てる。
・岡尾山に登って山から見た福良の地形や自然を
観察する。【防】
・調べたことを話し合う。
・話し合ったことをまとめる。

福良の海をさぐろう（８時間）
課題：福良ではどんな海産物がとれて、どのよう
に加工されているのだろうか。
・学習計画を立てる。
・福良の漁業や加工品について調べる。
・調べたことを話し合う。
・話し合ったことをまとめる。

昔の福良のくらしをさぐろう（８時間）

課題：現在の福良の人のくらしを守るにはどうし
たらよいのだろうか。
・学習計画を立てる。
・過去の災害（南海地震、室戸台風など）につい
て調べる。
・調べたことを話し合う。
・話し合ったことをまとめ、自分たちにできるこ
とを考え発信する。

・昔のくらしでは、どのような道具が使わ
れていたのかを知る。
・くらしの様子は、どのように移りかわっ
てきたかを知る。

福良のおいしいものをさぐろう（８時間）

課題：福良産のおいしいものはどんなものがある
のだろうか。
・学習計画を立てる。
・福良産のおいしいものについて調べる。
・調べたことを話し合う。
・話し合ったことをまとめる。

・福良で練り物工場ができた理由とど
のようにして加工するのかを見学し、
インタビューをする。

・かまぼこ工場ではどのようにしてかまぼ
こをつくっているのかを知る。
・かまぼこ工場は、ほかの地域とどのよう
につながっているのかを知る。

福良産のちりめん、さわら、ふぐ、さくら
ますなどの海産物についての説明を聞く。

地元のスーパーに、福良産の食べ物が売っ
ているかを調べてインタビューする。



教科との関連 地域との連携

○社会科「地図となかよしになろう」

　 ☆ジオラマ模型

○社会科「命とくらしをささえる水」

○国語科「新聞をつくろう」 ☆福良港津波防災ステーション

〇社会科「安全なくらしを守る」

☆家庭・地域・学校連携防災訓練

○社会科「わたしたちの住んでいる県」 ☆やぶ水産・橋詰水産

○国語科「聞き取りメモの工夫」 ☆福良マルシェ　他

○国語科「十年後のわたしへ」 ☆ジオラマ模型

課題：十年後の福良はどうなっているのだろうか。
　　　これからの福良のまちのすがたについて話し合お
      う。
・学習計画を立てる。
・人や自然、まちの様子など、十年後の福良について考
  える。
・未来の福良への願いを話し合う。
・考えたことを発表し合い、自分たちにできることにつ
　いて話し合う。
・学習のまとめをする。

総合的な学習の時間【教科との関連・地域との連携】
４年生　探究課題「大好き！ 福良の人・まち・自然」

単元構成

わたしたちのまちはどんなところだろう(８時間)

地いきや学校の安全について考えよう【防】
　　　　　　　　　　　　　　（１５時間）

地図記号や土地利用の色分けなどから福
良の地形について理解し、災害時の避難
に役立てられるようにする。

課題：わたしたちの住んでいる福良はどんなところ
　　　だろうか。

・学習計画を立てる。
・地図記号や土地利用の色分けなどから、
　福良の地形や周囲の様子について調べる。【防】
・調べたことについて話し合う。
・話し合ったことをまとめる。

毎日の水の利用について理解し、限
りある水を守るためには、森林環境
の保護が重要であることを理解でき
るようにする。

課題：福良のじまんって何だろう。
　　　福良ブランドのちりめんについて調べよう。
・学習計画を立てる。
・福良の自慢について話し合う。
・地いきの水産加工場を見学し、特産品のちりめん
　について調べる。
・もっと調べたいことについて話し合う。
・グループにわかれて調べる。
・調べたことを伝え合う。
・学習のまとめをする。

地いきや学校の安全・防災について調
べ、整理して新聞にまとめる。

地形や交通、産業など、自分たちの住ん
でいる県の特色について調べ、まとめ
る。

地図やジオラマ模型を使い、福
良の地形や周囲の様子などにつ
いて知る。【防】

現在の福良の町や自然の様子を
見て、これからの姿を想像した
り、自分たちの願いについて話
しあったりする。

・生まれてからこれまでの自分につい
　て振り返り、心に残っていることを
　まとめる。
・十年後に、どんな自分になっている
　かを想像し、自分に向けた手紙を書
　く。

これからの福良のまちのすがたを思いえがこう（１２時間）

課題：地いきの中の安全な場所はどこだろうか。
　　　みんなの安全を守るためにどんな工夫がされてい
      るのだろか。
・学習計画を立てる。
・地図やジオラマを見たり、通学路を歩いたりしながら
  地いきの中の安全な場所や危険な場所について調べ
　る。
・地いきの安全を守るための施設や設備・取り組みにつ
  いて調べる。
・学校の中の安全を守るための設備や工夫について調べ
  る。
・調べたことや考えたことを防災新聞にまとめる。
・新聞にまとめたことを発表する。

・地震や津波について学ぶ。
・福良港の防潮施設などについ
　て学ぶ。【防】

福良の特産品について調べよう（２０時間）

・学校の消防設備の位置と
　種類について調べる。
・地いきの消防設備や消防団
　の働きについて調べる。

メモの取り方の工夫について考えたり、
目的に合ったメモの取り方について考え
たりする。

・シラスの加工の過程を見学する。
・シラスやちりめん、携わる人々の
　思いや願いなどについてインタ
　ビューする。

つくった新聞を体育館に掲示し、地
域の人や保護者にも読んでもらう。

シラスやちりめん、福良の漁業など
についてインタビューする。



教科等との関連 地域の教育資源の活用

○特別活動 ☆兵庫県・南あわじ市

☆国立淡路青少年交流の家

○道徳科

☆中山裕幹さん

○理科 ☆谷口啓一さん

○国語科

・百年後のふるさとを守る

☆原　孝さん

○社会科

・国土の環境を守る

☆他地域の小学校防災担当
　EARTH員

・近隣地区の小学校の防災
担当から、どのような取組
みがされているかを聞く。
また広く南あわじ市の現状
をしるためにEARTH員も活用
し、講話してもらう。

小単元課題：自分たちはまちの災害防止のためにどのよ
　　　　　　うなことができるのか。
・これまでの学習からわたしたち「人」ができることに
　ついて考え、まとめる。
・これまでの学習から福良にある「もの」について考
　え、まとめる。
・これまでの学習をもとに福良で行う「こと」について
　考え、まとめる。
・まとめたことを「わたしたちが考えた被害を最小限に
　するのために」として南あわじ市へ提案する。

・『命』　D-19
　限りある命を精一杯生き
　ていこうとする心情を育
　てる。
・『たのむよ、班長』C-16
　集団における自分の役割
　を自覚し責任を果たそう
　とする態度を養う。
・『いつもの避難訓練』A-3
　資料を通して、節度ある
　生活をしようとする意欲
　を高める。

　昭和南海地震や安政南海
　地震、東日本大震災につ
　いてもふれ、先人の行動
　や判断に対して関心を持
　ち、自分の今後に生かそ
　うとする態度を養う。

・福良地区の防災について
　長年携わり、現在も精力
　的に活動をしている。子
　どもたちは、原さんがこ
　れまで取り組んできたこ
　とをヒントに、町に関わ
　る方の思いや福良という
　地域を自分と照らし合わ
　せ、自分たちにできるこ
　とを見出そうとする姿勢
　や意欲につなげる。福良
　地区自治会長。

　日本は世界に比べ、災害
　が起こりやすい国である
　ことを知り、災害後に起
　こる様々な影響があるこ
　とについて理解する。

・福良在住で、平成16年台
　風23号の被災当時は小学
　３年生。災害があった当
　時の福良の町の様子を話
　していただき、災害に
　あった人の思いにもふ
　れる。

・福良（仁尾）在住で、南
　海地震のあった昭和21年
　当時は、15歳。当時の記
　憶を福良の町の変化とと
　もに詳しく話していただ
　き、これからの福良につ
　いて子どもたちへの思い
　も話していただく。

まちの災害防止の工夫を考えよう（９時間）【防】

小単元課題：南海トラフ地震の被害が考えられる他の地
　　　　　　域ではどのような防災の取り組みが行われ
　　　　　　ているのだろうか。
・他地域の防災の取り組みについて予想し、調べるたい
　ことをまとめる。
・他地域で実施されている防災行事について調べる。
・福良小学校と同様に南海トラフ地震の被害が考えられ
　る他地域の防災について考える。
・他地域の小学校の防災教育担当から地域での防災の取
　り組みについて講話を聞く。
・講話から福良地区で生かせることがないかを探り、ま
　とめる。

小単元課題：福良に昔から住む人たちは災害とどのよう
　　　　　　に向き合ってきたのだろうか。
・被害のあった災害には、どのようなものが考えられる
　かを予想する。
・被害のあった風水害について調べる。
・平成16年台風23号災害に遭った方の話を聞く。
・被害のあった風水害について自分の考えをまとめる。
・被害のあった地震について調べる。
・昭和南海地震に遭った方の話を聞く。
・被害のあった地震についてまとめる。
・これまでの災害と地域の人との関わりについてまとめ
　る。

他地域の防災の取り組みについて知ろう（８時間）【防】

・台風と気象情報
　台風の特徴やそれに伴う
　災害についての考えをも
　てるようにする。
・雲と天気の変化
　天気の規則性をとらえ、
　天気の変化は、気象情報
　等を使って予想できると
　いう考えをもつことがで
　きるようにする。

南海トラフ地震による被害を少なくするためにどのような
ことができるだろうか。

自然学校を通して身につけよう（２２時間）【防】

自然と向き合う福良の人について考えよう（１２時間）【防】

・行政が出している情報を
　活用し、南海トラフ地震
　を考える一つのきっかけ
　とする。

小単元課題：自分や周りの人が被害にあわないためにど
　　　　　　のようなことができるだろうか。
・避難訓練を通して、自分に必要な力について考える。
・人との関わりの中で自分が身につけたい力を考える。
・自然学校を通して自分が身につけたい力を整理する。
・自然学校の実施。
・自然学校の体験から自分の成長を振り返る。

総合的な学習の時間【教科との関連・地域との連携】
５年生　探究課題「福良防災体制改善プロジェクト」

導入・課題設定（４時間）
市や県が出している被害想定が自分たちの予想より大きい
ことを知り、これから南海トラフ地震で予想される被害を
もっと少なくする方法はないだろうか。

大単元課題【防】

単元構成

・避難訓練
　自助について事前学習
　し、事後指導では、校内
　の危険箇所想定について
　考える。

・他団体との共同生活や家
　庭を離れて生活すること
　を通して、公共物を使用
　するときの心得や人との
　交流する楽しさを知り、
　公共心を育むことに必要
　な、自主性や協調性につ
　いて学ぶ。

・自然学校
　野外体験学習を通して、
　自主性、思いやりの心、
　公共性等を育む。



教科等との関連 地域の教育資源の活用

○国語科

　

☆福良津波防災ステーション

○国語科

○算数科

○特別活動

☆淡路人形座　板東さん
○社会科
・貴族の政治とくらし

☆なないろ館　　桜井さん

○社会科

災害時に役立つ情報について考えよう(４時間)【防】

小単元課題：どのようなものがあれば、福良の町
のみんなを守れるのだろうか。
･災害時にはどのようなものが役立つか予想する。
･災害時に必要な物や非常食について調べる。
･調べたことから、自分たちができる備えについて
まとめる。

・算数の目で見てみよう
～震災の経験を生かそう～
グラフを考察することで、災害
への備えについて意識をもつ
きっかけとする。

・避難訓練
炊き出しの手伝いを通して自分
たちのできることに気づく。

総合的な学習の時間【教科との関連・地域との連携】
６年生　探究課題「将来起こりうる災害から福良の町のみんなを守ろう！」

単元構成

福良地区の実情を調べよう(４時間）【防】

小単元課題：福良の町の防災レベルは高いのだろ
うか。
・学習計画を立てる。
・家や地域の防災の現状について調べる。
・観光客に対する防災の現状について調べる。
・これから学習していくことについてまとめる。

・学級討論会をしよう
「福良の防災レベルは高いの
か」をテーマとして学級討論会
を行うことで、地域の防災につ
いて考える。

聖徳太子が建てた法隆寺に地震
に対する備えがあることを知
り、昔から地震対策をしてきた
ことに気づく。

・わたしたちのくらしと政治
地震が起きた時の市や県、国の
取り組みに関心を持つことがで
きる。

大単元課題【防】

将来起こりうる災害から福良の町のみんなを守るためにはどのようなことができるだろうか。

・地域にある施設で、防災
グッズを展示していたり、
津波発生のシミュレーショ
ンが見れたりするので、見
学して学ぶことができる。

・地域の観光施設である淡
路人形座の防災の取り組み
について聞く。以前は津波
が来る際の避難所だったこ
とや津波に強い構造である
ことを学ぶ。

・多くの地域から観光に訪れる
人を守る取り組みについて学
ぶ。海上で被災した時や、なな
いろ館で被災した時など様々な
状況を想定していることに気づ
かせる。

小単元課題：なないろ館・淡路人形座の防災の
取り組みはどのようなものだろうか。
・福良の町のみんなには、観光客も含まれていることに
気づき守る方法を考える。
・なないろ館・人形座を訪れ、防災対策について調べ
る。
・学んだことをまとめ、観光客に見てもらう方法を考え
る。

地域の防災新聞として広めよう（１２時間）【防】

小単元目課題：福良地区の防災意識を高めるため
にはどのようなことができるだろう。
・自分たち・家庭・地域の防災意識の違いについて比べ
る。
・福良地区の防災意識がより高まる方法を考える。
・これまでの学習から必要な情報を整理し、まとめる。
・学習を振り返り、これからの自分たちのあり方を考え
る。

被災時の食について考えよう（１０時間）【防】

小単元課題：被災時の食事はどうなるのだろうか。
・被災時の食事について予想する。
・被災時の食事で自分たちが備えられることを考える。
・トマト・きゅうりを使って保存食を作る。
・自分たちができることについて振り返る。

他県の取り組みについて調べよう（１５時間）【防】

小単元課題：修学旅行で観光する場所は、災害
にどのように備えているのだろうか。
・自分たちの訪れる観光施設について調べる。
・観光施設の防災に対する取り組みについて調べる。
・調べたことから、地形や地域によって防災の取り組み
は違ってきてることに気づく。
・自分たちの町にある観光施設の防災の取り組みについ
て考える。

公的機関・企業の取り組みについて調べよう(１０時間)【防】

・ようこそ私たちの町へ
計画段階で、防災に関する施設
を取り上げ、取材することによ
り、自分たちの町の防災の取り
組みについて考える。


